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薩摩硫黄島の干渉SAR時系列解析結果（南行） 国土地理院 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島

• 硫黄岳東側の地点A周辺では、衛星から遠ざかる変動が見られます。また、硫黄岳南側の地点B周辺では、衛星に近づく変動が見られます。
（国土地理院 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島）

・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

⑤ 鬼界 [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2022/9/21～2024/6/26 南行：2023/11/6～2024/2/26

⑤ 鬼界 [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2014/9/17～2024/4/2

南行：2015/2/9～2025/6/2

⑤ 鬼界 [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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• 展望台傾斜計（硫黄岳より南西約１km）では、火山活動と考えられる特段の変化は認められない。
（気象庁 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島）

・ 傾斜計による急激な傾向の変化は認められない。

気象庁 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島

⑤ 鬼界 [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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・ 過去からの長期的な傾向と比較して、既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。

・ 過去からの長期的な傾向と比較して、火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

• 東京大学大学院理学系研究科、京都大学防災研究所、三島村及び気象庁が実施した観測では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あ
たり200～2,200 トンと１日あたり1,000 トン前後で経過し、12 月には2,000 トンを上回る日もみられました（2024 年：300～1,800 トン）。

（気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動）
• 東京大学大学院理学系研究科、京都大学防災研究所、三島村及び気象庁が実施した観測では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あ

たり500～1,500 トン（２月：200～1,500 トン）でした。長期的には１日あたり1,000 トン前後の状態が継続しています。
（気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年３月））

1998 年１月～2025 年 12 月（気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動）

⑤ 鬼界 [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

2024年４月～2026年３月（気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年３月））
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気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動

• （2025年）３月と７月に実施した上空からの観測（海上自衛隊第１航空群、第十管区海上保安本部の協力による）では、硫黄岳火口内や火口周
辺の状況は雲のため確認できませんでしたが、山体斜面の一部からはこれまでの観測と同様に噴気が上がっているのを確認しました。薩摩硫
黄島の周辺海域では引き続き、火山活動に伴うと考えられる変色水を確認しました。

（気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動）

⑤ 鬼界 [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• 噴煙や地熱域の状況に特段の変化は見られませんでした。
（気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年２月））

⑤ 鬼界 [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年２月）
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⑤ 鬼界 [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

海上保安庁 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島

• 2025 年１月、７月に航空機による調査を実施した。
• 2025 年１月の調査で、硫黄岳からは白色噴気が放出されており、火口内に高温域が認められた。
• 平家城跡～薩摩硫黄島南東岸～硫黄島港にかけて変色水の分布が認められた。
（海上保安庁 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島）
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⑤ 鬼界 [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

東京大学地震研究所、機動的な調査観測・解析グループ 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島

• 薩摩硫黄島では、ひまわりでは熱異常は確認されないものの、GCOM-Cの1.6 μmバンドでは、時折、1〜2か月にわたり微弱な熱異常が持続的に発生する活発期
が認められる（図1、赤線①〜⑤）。2020年以降、こうした活発期は5回観測されているが、その発生頻度は年々減少しており、熱的には、活動は低下傾向にある。

• 夜間ASTER 熱赤外画像（空間分解能90ｍ）を用いて、2002年以降の表面温度を推定した（図３）。熱異常として、山頂火口（白矢印）が最も規模が大きく、温度も高
い。山腹にも複数の熱異常を示す点が認められる。その主要なものを赤矢印で示すが、観測期間において、位置はほとんど変わっていない。

• ASTER画像から求めた表面温度（図3）に基づいて、Urai(2002)に倣い、Sekioka and Yuhara(1974)の方法により、山頂火口域（約630 m×630m：図3gの黒枠内）から
の放熱量の推定を行った。放熱量の時間変化を図4a に示す。2001年以降上昇傾向がみられ（図4a ①）、2020年頃にピークとなる（②）。その後、変動は大きいが、
総じて低下傾向を示す（③；GCOM-Cにおいて2020-2025年にみられる傾向と同様―図1 GCOM-C 1.6 μm） 。図4bに、ASTER画像による最高温度と熱異常の時
間変化を併せて示す。

（東京大学地震研究所、機動的な調査観測・解析グループ 第７回火山調査委員会 薩摩硫黄島）
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• 硫黄岳火口では、12月29日02時08分に噴火が発生し、噴煙が最高で火口縁上200ｍまで上がりました。この噴火に伴う火砕流や大きな噴石、
空振は観測されませんでした。噴火が発生したのは、2024年９月３日以来です。

• 硫黄岳火口では、白色の噴煙が概ね火口縁上1,000ｍ以下の高さで経過しました（最高：1,300ｍ）。
• 概ね年間を通して夜間に高感度の監視カメラで火映を観測しました。
（気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動）

気象庁 令和7年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動

・ 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。

・ マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は認められない。

・ 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。

⑤ 鬼界 [その他の監視項目：噴出場所及び噴出物、噴火様式]
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⑤ 鬼界 [その他の監視項目：噴出場所及び噴出物、噴火様式]

気象庁 令和７年（2025年）の薩摩硫黄島の火山活動

気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年３月）

気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年３月）

• 硫黄岳火口では、2025年12月30日以降、噴火は発生していません。
（気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年１月））
• 白色の噴煙が最高で火口縁上800ｍ（２月：700ｍ）まで上がりました。また、夜間に高感度の監視カメラで火映を観測しました。
（気象庁 薩摩硫黄島の火山活動解説資料（令和８年３月））
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• 九州全域での地震活動を把握するために、過去の地震活動を整理した。

1923年〜1929年 1930年〜1939年

※震源は、気象庁、地震月報（カタログ編）の震源データのうち，九州地方の深さ３０km以浅のもの

【参考１】九州全域の地震活動




